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▼
3
月
11
日
に
予
想
も
し

な
か
っ
た
あ
の
大
震
災
が

起
こ
り
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
東
北
の
方
々
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
直
接
は
被

害
を
受
け
て
い
な
い
方
ま

で
、
多
様
な
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
し
ま
っ
て
お
り
、

な
ん
と
な
く
嫌
な
空
気
が
日
本
中
に

蔓
延
し
、
少
な
か
ら
ず
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

▼
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で「
が
ん
ば
ろ
う
」

「
ガ
ン
バ
レ
」
と
耳
に
し
た
り
、
口

に
す
る
こ
と
が
多
く
、
落
ち
込
む
こ

と
な
く
前
向
き
に
進
む
し
か
な
い
の

で
す
が
…
で
も
漠
然
と
何
か
が
少
し

ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

▼
経
済
効
率
、
合
理
性
、
科
学
の
結

晶
の
よ
う
に
思
わ
さ
れ
て
い
た
原
子

力
発
電
所
が
、
津
波
と
い
う
名
の
自

然
の
力
に
よ
っ
て
無
残
に
破
壊
さ
れ

ま
し
た
。
震
災
か
ら
数
カ
月
た
っ
て

も
、
収
拾
の
メ
ド
さ
え
つ
か
な
い
原

発
の
事
故
処
理
に
加
え
、
復
興
に
関

す
る
政
府
の
未
熟
な
対
応
・
報
道
の

い
い
加
減
さ
に
日
本
国
民
は
、
内
心

呆
れ
果
て
な
が
ら
も
放
射
線
拡
散
と

い
う
見
え
な
い
恐
怖
と
向
き
合
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
日
本
人
は
合

理
的
な
も
の
へ
の
限
界
み
た
い
な
も

の
を
感
じ
始
め
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
震
災
後
か
ら
少
し
ず

つ
物
質
的
な
幸
せ
と
か
に
背
を
向
け

つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

▼
す
で
に
震
災
前
か
ら
、
高
級
な
も

の
を
所
有
す
る
こ
と
が
ス
テ
イ
タ
ス

で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
食

品
や
化
粧
品
も
ケ
ミ
カ
ル
か
ら
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
へ
と
移
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
も
は
や
ブ
ラ
ン
ド
品
は
、
必
要

な
ら
ば
レ
ン
タ
ル
す
る
の
が
ト
レ
ン

ド
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
し

て
、
他
人
に
対
し
て
の
無
関
心
度
も

進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

▼
今
後
も
そ
の
傾
向
は
加
速
し
、
価

値
観
の
本
質
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

く
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中

で
私
た
ち
美
容
師
は
、
今
ま
で
以
上

に
お
客
様
に
寄
り
添
う
力
が
大
切
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
お
客
様
と
の
よ
り
よ
い
信
頼
関

係
を
構
築
し
、
お
帰
り
の
際
に
は
、

ち
ょ
っ
と
で
も
笑
顔
を
増
や
し
て
あ

げ
ら
れ
る
、
そ
ん
な
営
業
を
こ
ん
な

混
沌
と
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
心
掛

け
た
い
も
の
で
す
。�

Ｓ
・
Ｔ

開
催
日
時　

平
成
23
年
7
月
11
日
㈪

　
　
　
　
　

午
後
1
時

開
催
場
所　

理
美
容
会
館
4
Ｆ

出
席
理
事　

26
名
（
欠
席
1
名
）

出
席
監
事　

1
名
（
欠
席
1
名
）

出
席
運
営
委
員
長　

2
名

議　
　

長　

臼
田
多
恵
子

議
事
録
作
成
理
事　

髙
橋
裕
紀
子

理
事
長
あ
い
さ
つ

報
告
事
項

1�

．
全
美
連
第
346
回
理
事
会･

第
63

回
通
常
総
会･

第
347
回
緊
急
理
事

会
に
つ
い
て

2�

．
東
海
北
信
越
美
容
協
議
会
理
事

長
会
議
に
つ
い
て

3�

．
第
120
回
指
導
セ
ン
タ
ー
理
事
会

及
び
第
28
回
県
生
同
組
合
連
合
会

総
会
に
つ
い
て

　

以
上
、
理
事
長
よ
り
報
告

4�

．
第
15
回
着
付
師
社
内
検
定
に
つ

い
て

　

教
育
部
長
よ
り
報
告

5�

．
指
導
セ
ン
タ
ー
・
生
同
組
合
業

務
検
討
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

6�

．
理
美
容
学
校
評
議
員
会
に
つ
い

て
7�

．
理
美
容
会
館
評
議
員
会
に
つ
い

て

　

以
上
、
副
理
事
長
よ
り
報
告

8�

．
平
成
23
年
度
東
海
北
信
越
美
容

協
議
会
に
つ
い
て

9�

．
平
成
23
年
度
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
、
全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中

央
会
理
事
長
表
彰
、
並
び
に
厚
生

労
働
省
健
康
局
長
表
彰
の
推
薦
に

つ
い
て

　
【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】

　
　

佐
藤　

陽
子
（
東
頸
城
）

日本海

　
【
中
央
会
理
事
長
表
彰
】

　
　

長
尾　

紀
次
（
新
発
田
北
蒲
）

　
　

市
村　

徳
和
（
直
江
津
）

　
【
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
表
彰
】

　
　

丸
山　

則
夫
（
新
潟
西
）

　
　

以
上
、
理
事
長
よ
り
報
告

10�

．
平
成
22
年
度
脱
退
者
出
資
金
返

金
に
つ
い
て

　

経
理
部
長
よ
り
報
告

11�

．
Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
並
び
に
支
援
物
資
の
提
供
に

つ
い
て

　

運
営
委
員
長
並
び
に
理
事
長
よ
り

報
告

12�

．
中
東
支
部
中
林
洋
子
理
事
の
辞

任
に
つ
い
て

　

総
務
部
長
よ
り
報
告

質　

疑

　

監
事
…
理
美
容
会
館
は
一
般
社
団

法
人
へ
移
行
す
る
と
、
財
産
・
定
款

等
何
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

　

副
理
事
長
…
定
款
の
変
更
は
生
じ

る
。
公
益
法
人
時
に
作
っ
た
財
産
は

使
え
ず
、
不
特
定
多
数
の
人
に
何
年

か
か
っ
て
も
い
い
の
で
還
元
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議　

題

第��

1
号
議
案　

組
織
強
化
活
動
に
つ

い
て

組
織
部
長
よ
り

・�

全
美
連
作
成
の
組
織
強
化
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
支
部
長
宛
に
発
送
す
る

の
で
、
全
組
合
員
に
2
部
配
付
1

部
は
組
合
員
用
、
も
う
1
部
は
新

規
加
入
者
獲
得
に
活
用
し
て
頂
き

た
い
。

・�

7
月
4
日
組
織
強
化
推
進
委
員
会

を
開
催
し
、
県
へ
の
請
願
に
つ
い

て
検
討
し
た
。
新
潟
県
で
は
届
出

を
す
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
美
容
師
が
出

張
美
容
を
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

衛
生
上
危
険
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
す
で
に
『
美
容
所
に
所
属
す

る
美
容
師
の
み
』『
届
出
の
更
新

制
』『
衛
生
講
習
会
受
講
の
差
別

化
』
等
と
条
例
改
正
し
て
い
る
県

も
あ
る
。
携
帯
票
の
大
き
さ
に
つ

い
て
は
、県
内
で
統
一
し
て
頂
く
。

免
許
証
の
掲
示
に
つ
い
て
も
、
原

本
・
コ
ピ
ー
、
大
き
さ
、
掲
示
自

体
を
義
務
付
け
て
い
な
い
等
各
県

で
違
い
が
生
じ
て
い
る
。
社
会
福

祉
施
設
に
お
け
る
作
業
場
の
確

保
・
整
備
の
改
善
を
求
め
る
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
改
正
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
の
意
見
、
そ
の
他
の
要
望

等
が
あ
っ
た
ら
伺
い
た
い
。
7
月

26
日
に
県
の
担
当
者
と
の
意
見
交

換
会
を
予
定
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
斉
藤
明
委
員
長
よ
り
、

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

・�

組
織
強
化
推
進
委
員
会
は
組
合
加

入
率
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
設

置
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
を
果
た
す

た
め
様
々
な
提
案
を
し
て
い
く
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
生

衛
法
に
よ
り
、
各
都
道
府
県
に
は

1
組
合
し
か
認
可
が
認
め
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
100
％
の
加
入
を
目

指
す
。

・�

昨
年
、
試
験
セ
ン
タ
ー
・
指
導
セ

ン
タ
ー
が
事
業
仕
分
け
の
対
象
と

な
っ
た
。
国
家
試
験
受
験
料
、
管

理
美
容
講
習
の
実
施
、
事
業
内
容

が
わ
か
ら
な
い
等
改
善
を
要
求
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、
行
政
と

の
協
力
体
制
を
と
り
な
が
ら
推
し

進
め
た
い
。

理
事
長
よ
り

・�

県
と
の
話
し
合
い
の
中
で
ア
ウ
ト

が
加
入
し
て
く
れ
る
様
な
方
向
に

持
っ
て
い
く
こ
と
が
組
織
強
化
推

謹
ん
で
「
平
成
23
年
7
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
」

�

災
害
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
「
平
成
23
年
7
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
」
災
害
に
よ
り
被
害

を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
日
も
早
い
復
旧
と
皆
様
の
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

新
潟
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

第
二
回
理
事
会
議
事
録



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

美　容　に　い　が　た （昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第675号平成 23 年 8 月 20 日 （2）

進
委
員
会
の
仕
事
で
あ
る
。
委
員

長
に
は
大
い
に
力
を
発
揮
し
て
頂

き
た
い
。
ま
た
理
事
の
意
見
も
取

り
入
れ
、
一
つ
一
つ
積
み
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
う
の
で
、
通
る
通

ら
な
い
は
別
と
し
て
、
ど
ん
ど
ん

意
見
を
出
し
て
頂
き
た
い
。

第�

2
号
議
案　

全
美
連
総
合
福
祉
共

済
並
び
に
休
業
補
償
共
済
の
加
入

者
増
強
運
動
に
つ
い
て

　

厚
生
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説

明
が
な
さ
れ
、
昨
年
の
好
成
績
を
収

め
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
と

と
も
に
、
今
年
度
も
目
標
達
成
に
向

け
て
、
支
部
厚
生
部
長
と
連
携
を
取

り
ご
尽
力
頂
き
た
い
。

　

続
い
て
理
事
長
よ
り
、
休
業
補
償

は
特
に
ス
タ
ッ
フ
に
喜
ば
れ
る
制
度

で
あ
り
、
総
合
福
祉
と
合
わ
せ
て
ま

さ
に
組
合
員
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
か

ら
加
入
頂
き
た
い
。

第�

3
号
議
案　

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ

い
て

　

教
育
部
長
よ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
形
式
で
美
容
師
だ
け
で
な

く
、
一
般
の
方
も
楽
し
め
、
組
合
Ｐ

Ｒ
だ
け
で
な
く
、
後
継
者
育
成
に
つ

な
が
る
も
の
と
し
た
い
。
開
催
時
期

に
つ
い
て
、
当
初
は
今
年
度
内
に
と

予
定
し
て
い
た
が
、
今
年
中
と
も
考

え
て
い
る
。
美
容
師
と
一
般
の
方
両

方
の
都
合
を
考
え
る
と
第
3
日
曜
に

し
た
い
が
、
震
災
の
影
響
か
ら
か
会

場
の
選
定
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

決
ま
り
次
第
各
支
部
へ
案
内
す
る
。

第�

4
号
議
案　

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
実
技

講
習
会
に
つ
い
て

　

教
育
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説

明
が
な
さ
れ
、
7
月
18
日
か
ら
全
美

連
の
指
導
講
師
研
修
に
鈴
木
富
代
美

理
事
か
ら
参
加
し
て
頂
き
、
そ
れ
を

踏
ま
え
全
講
師
が
集
ま
っ
て
今
年
度

の
講
習
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

頂
く
が
、
昨
年
よ
り
も
取
り
掛
か
り

や
す
い
内
容
と
な
る
と
思
う
。
決
ま

り
次
第
各
支
部
へ
案
内
を
す
る
。
全

美
連
か
ら
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各
支

部
宛
に
送
付
す
る
の
で
、
多
く
の
受

講
者
を
お
願
い
し
た
い
。

　

鈴
木
富
代
美
理
事
よ
り
、
パ
ー
マ

ブ
ー
ム
に
火
が
つ
い
て
、
そ
れ
を
消

さ
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

に
反
映
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。
し
っ
か
り
勉
強
し

て
く
る
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

理
事
長
よ
り
、
指
導
講
師
は
き
め

細
か
く
活
動
し
て
ほ
し
い
。
各
支
部

で
の
講
習
も
可
能
な
の
で
、
多
く
の

受
講
者
を
募
っ
て
頂
き
た
い
。

　

議
長
第
1
号
か
ら
第
4
号
議
案
に

つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
無
く

承
認
さ
れ
た
。

第�

5
号
議
案　

営
業
約
款
再
登
録
並

び
に
新
規
登
録
促
進
に
つ
い
て

　

組
織
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説

明
が
な
さ
れ
、
引
き
続
き
再
登
録
・

新
規
登
録
に
ご
尽
力
頂
き
た
い
。

　

指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
奨
励
金
は

次
回
理
事
会
で
お
渡
し
す
る
。

　

議
長
第
5
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ

た
と
こ
ろ
、異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

第�

6
号
議
案　

後
継
者
育
成
支
援
事

業
に
つ
い
て

　

教
育
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説

明
が
な
さ
れ
、
早
期
離
職
率
の
高
さ

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
美
容
の

仕
事
に
定
着
す
る
よ
う
若
い
ス
タ
ッ

フ
や
若
い
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
る
事
業

主
を
対
象
と
し
た
事
業
を
実
施
す

る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
可
能

施
設
の
調
査
、
名
簿
提
出
を
お
願
い

す
る
。

　

事
務
局
よ
り
、
昨
年
指
導
セ
ン

タ
ー
が
事
業
仕
分
け
に
て
結
果
を
数

字
で
表
わ
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
こ

と
を
受
け
今
年
度
受
け
入
れ
た
施
設

を
追
跡
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
ご
報
告
を
お
願
い
す
る
。

　

議
長
第
6
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ

た
と
こ
ろ
、異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

第
7
号
議
案　

そ
の
他

①
組
合
加
入
諾
否
に
つ
い
て

　

�　

総
務
部
長
よ
り
平
成
23
年
4
月

1
日
〜
6
月
24
日
ま
で
の
加
入
4

件
、
脱
退
10
件
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
、
自
己
都
合
が
多
い
が
、

組
合
員
数
が
減
る
こ
と
の
な
い
様

支
部
長
か
ら
も
尽
力
頂
き
た
い
。

②�

次
回
理
事
会
日
程
及
び
会
場
に
つ

い
て

　

�　

総
務
部
長
よ
り
、
11
月
7
日
㈪

〜
8
日
㈫
午
後
2
時
か
ら
柏
崎

『
岬
館
』
に
お
い
て
開
催
す
る
旨

説
明
。

③�

平
成
23
年
度
理
容
師
美
容
師
指
導

者
研
修
会
に
つ
い
て

　

�　

副
理
事
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
、
9
月
5
日
㈪
〜
6
日
㈫
月
岡

『
華
鳳
』
に
て
開
催
さ
れ
る
旨
説

明
。

④�

第
31
回
東
海
北
信
越
美
容
研
修
会

に
つ
い
て

　

�　

教
育
部
長
よ
り
参
加
者
150
名
の

申
込
が
あ
り
、
バ
ス
4
台
で
運
行

す
る
旨
説
明
が
な
さ
れ
、
バ
ス
の

配
車
、
部
屋
割
に
つ
い
て
は
事
務

局
へ
ご
一
任
頂
き
た
い
。
懇
親
会

で
の
余
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
同

様
西
蒲
原
・
東
頸
城
支
部
に
お
願

い
す
る
。

⑤�

美
容
に
い
が
た
に
つ
い
て

　

�　

広
報
部
長
よ
り
、
日
本
海
と
コ

ラ
ム
の
内
容
が
似
た
よ
う
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
コ
ラ
ム
を

休
止
し
、
各
支
部
の
講
習
会
等
の

様
子
に
つ
い
て
写
真
を
添
付
し
て

お
願
い
し
た
い
。
日
本
海
は
Ｆ
ｒ

ｅ
ｓ
ｃ
ｏ
に
9
月
か
ら
今
年
度
中

の
寄
稿
を
お
願
い
し
た
い
。

⑥�

Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
ｏ
活
動
報
告
並
び
に

計
画
に
つ
い
て

　

�　

運
営
委
員
長
よ
り
、
6
月
6
日

㈪
宮
城
県
南
三
陸
町
で
側
溝
清

掃
、
7
日
㈫
仙
台
市
で
支
援
物
資

の
仕
分
け
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
た
。
次
回
は
10
月
第

1
月
火
曜
を
予
定
し
て
い
る
。
11

月
28
日
の
予
定
で
若
手
ス
タ
イ
リ

ス
ト
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。
7
月
半
ば
に
Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
ｏ

Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
ｓ
を
発
行
す
る
の
で
美

容
に
い
が
た
と
と
も
に
配
布
を
お

願
し
た
い
。
広
報
担
当
者
が
渾
身

の
思
い
で
製
作
し
た
の
で
し
っ
か

り
と
読
ん
で
頂
き
た
い
。
ま
た
、

組
合
加
入
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
活

用
し
て
頂
き
た
い
。
次
号
を
年
明

け
に
発
行
予
定
で
あ
る
。

⑦�

講
師
会
『
着
物
の
つ
ど
い
』
に
つ

い
て

　

�　

新
運
営
委
員
長
よ
り
、
11
月
14

日
㈪
弥
彦
で
開
催
す
る
。
案
内
を

美
容
に
い
が
た
8
月
号
と
共
に
配

布
予
定
で
あ
る
。
美
容
師
か
ら
着

物
を
着
る
楽
し
さ
・
歓
び
を
提
案

し
て
い
き
た
い
の
で
、
参
加
者
募

集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

男
性
の
参
加
も
大
歓
迎
で
あ
る
。

　

議
長
第
7
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ

た
と
こ
ろ
、異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

以
上
で
全
議
案
終
了　

午
後
4
時
10

分

～厚労省健康局生活衛生課長通知～

『生衛業の節電行動の徹底を図るための基本的考えについて』（抜粋）
１．基本認識
　�　東日本大震災は、被害が広範に及ぶだけでなく、津波に加え原子力施設が影響を受け
非常に憂慮される状況が続いており、営業者、組合、連合会が協力し合って被災地域を
中心に支援を行う必要がある。
　�　発電施設の損壊による電力制約が継続し、節電の取り組みが拡がるなか、生活衛生関
係営業の社会的責任として数年にわたり節電の徹底を図っていくことが求められている。

２．節電行動による使用電力の抑制
　�　空調・照明設備等に係る節電や従業員・顧客に対する節電啓発、中長期の節電に資す
る省エネルギー対応の設備の導入等具体的取組を含む自主的な計画（節電行動計画）を
営業者が策定・公表することで、使用電力の抑制に向けた取り組みを行うこと。（衛生
状態が損なわれないよう、十分な配慮をすること）

【具体的取組例】
　①　空調・照明設備等に係る節電
　　・従来型蛍光灯を高効率蛍光灯やＬＥＤ照明に交換
　　・使用していないエリアの空調の停止
　　・空調フィルターの定期的交換
　　・日射を遮るため、ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれ、緑のカーテンを活用
　　・使用していない機器のプラグを抜く
　②　従業員・顧客に対する節電啓発
　　・店舗全体の節電目標と具体策について従業員・顧客へ理解と協力を求める
　　・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う
　③　中長期の節電に資する省エネルギー対応の設備の導入
　　�　店舗の改修、機器の購入及び更新に際しては、省(クリーン)エネルギー対応設備
等の導入についても配慮すること

３．新たな需要の取り込み
　�　家庭での節電意識の高まりや企業の営業時間の変更等に取り組む例が増加するなか、
新たな消費需要に対応した商品・サービスの開発・提供に努めることで、営業活動の活
性化を図ること。
　⑴　「朝活」・「アフター４」販促の実施
　　　�早朝・夕方における営業時間枠の拡大や新たな商品・サービスの開発、特別料金の

設定等
　⑵　「節電商品」・「節電サービス」の提供
　　　�家庭での消費電力削減に寄与する商品に関心が高まるなか、家庭で電気を使わない

という視点での新たな商品の開発・提供
≪例≫　・家庭での消費電力削減に資するヘアスタイルの提案
　　　　・家庭での消費電力削減に資する長期滞在型商品の開発・提供



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

（昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第675号美　容　に　い　が　た平成 23 年 8 月 20 日（3）

　出張中の夕食時、NHKテレビの環境問題を考える特集番組で、日本各地で続々と様々
な動植物において、これまでにない特徴を持つ「新型生物」が発見されている事を知
りました。日本人が持ち込んだ外来種との交雑種の新型発生、発育途中での気候変動
や環境変化を乗越える為の耐性による新型発生等、原因は様々あるそうですが、その
中で印象に残ったのが、奈良公園のイラクサという植物でした。鹿が自由に放たれて
いるこの地では、食べられない様にと、自らがトゲや毒を持つ事で種の保存をし、他
地域のそれとは異なる独自の進化をしていったのだそうです。
美容界も現況の過当競争下、生き残りを賭けた様々な形態の店舗が各地にできました。
全国NO 1チェーン安売り理美容室、10分千円カット店、パート主体短時間営業店、
鏡貸し店、業務委託契約店と様々です。過去、地域密着型サロンでも当然に競争はあり、
技術、接客、メニュー、価格等において切磋琢磨されてきました。しかし、それは協
調しながらだった様に思います。今は、食うか食われるか、負けたら撤退、悠長な事
など言っていられない様相です。生き残っていくには、この新勢力を超える新型に、我々
も進化して行かなければいけないのか?それは、さらなる弱肉強食なのか?上っ面の
変化でも、顧客に受けさえすればいいのか?一過性でも、儲かりさえすればいいのか?
大震災や集中豪雨等の様々な困難を経験し、地域性を考えさせられる機会が増えた今、
お客様、働く側、それぞれが地域で活かされるという、本来の人間社会の協調が取り
戻される新型を作っていかなければいけないと感じる様に成りました。しかし、それ
は簡単な事では無く、それを実現する為には、生産性の向上が欠かせないという生々
しい現実があることを忘れる事はできません。

■ 新型生物

株式会社  野田 三条　0256-32-0974
新潟　025-286-8455

※現金およびアクセサリーなどの補償
◎美容師法に基づく業務による事故が対象となります。※出張美容は対象外。ただし、福祉美容は対象（受託物は除く）。　

対人補償；１名につき5,000万円まで１事故につき１億円まで
対物補償；1事故につき３００万円まで（受託物に関する補償は１事故につき５００万円まで）

対人事故の注意点

もし、事故を起こしてしまったら、落ち着いてお客様のケガ
の状況に応じて、病院に行っていただいて下さい。（できれば
同行してください）
お客様も動揺されていますので、誠意をもって気持ちが落ち

着くよう、また、双方が冷静に対応できるように心掛けてくだ
さい。また、必ず所属する支部・組合へも速やかに報告相談し、
アドバイスを受けて下さい。なお、この段階でお客様から示談
金の意味で現金を要求される場合がありますが、絶対に現金は
支払わないでください。
もし脅迫や営業妨害されるなどの危険が生じたら、直ちに警

察および支部・組合を通じ保険会社へ連絡してください。事故
後はできるだけ早い段階に（見舞品を持参の上）お客様のけが
の状況を伺って、今後についての話し合いをしてください。

対物事故の注意点

まず被害品の損害状況を把握し、美容所側に不注意な点が
あったかどうか今一度確認してください。その後、すぐにお客
様との示談交渉はせずに支部・組合へ連絡してアドバイスを受

けてください。その際、被害品は事故の証として重要なもので
すので組合・支部から指示があるまで捨てないで下さい。保管
されていないと補償金のお支払い時に減額されます。

事故発生の際の注意点

１、円満な解決を試みる
２、安易に全責任を認める発言はしない
３、示談金をすぐに提示しない（保険会社が示談代行すること
はできませんが、解決のためのご相談や難航事案の場合は別
途保険会社にお申し出下さい。）
４、事故に関する支払費用は必ず領収書を取り付ける

事故防止のために

カウンセリングでお客様の体調等に注意する。
染毛剤等の液だれに注意する。
預かり品は番号札等の工夫をして保管する。
初めてのお客様は特に慎重に。
ストレートパーマの施術は慎重に。
一見して高価な衣服は特に注意する。

　当制度は、美容所の美容業務にかかわる不注意（過失）や、美容施設の欠陥による事故が原因でお客様など第三者
にケガをさせたり持物を壊したりすることによって、美容所が法律上の損害賠償責任を負う場合の損害を肩代わりし
てお支払いする補償制度です。損害賠償の認識も高まり賠償額も年々高くなる中、組合員の皆様のお店の安定経営の
一助として、是非美容所賠償責任補償制度をご利用下さい。

美容所賠償責任補償制度

こんな時にお支払いします

対物事故対人事故

○床が濡れたままになっており、
　お客様がころんでケガをした。

○薬品や器材の使用を誤り、お客様の頭皮・
　毛髪・顔面などにケガをさせた。
○老人福祉施設入所者や、美容所に来るこ
　とが出来ない高齢者などの居宅などにて
　福祉美容施術中、お客様にケガをさせた。

○加入者（被保険者）の故意
○地震、噴火、洪水、津波またはこれらに関連のある火災その他類
　似の事故
○加入者（被保険者）が、その父母、配偶者、子または同居の親族
　に対して負担する賠償責任
○美容所の建設・修理などの工事に起因する事故
○店頭においた自転車、バイク等の盗難・破損
○自動車に起因する事故
○パーマネントウェーブ用剤をまつ毛パーマなど本来の目的以外に
　使用したことに起因する事故
○仕上がり不良（髪型、毛染の色など）
○お客様から預けられていない携行品の盗難、紛失事故
○福祉美容におけるお客様からの受託物に対する事故
○出張美容（婚礼）など美容所以外の場所における事故（福祉美容
　はお支払いします）
○福祉美容の際のお客様送迎中の事故

○施術中誤って、お客様の衣服を汚してしま
　った。
○染毛剤で老人ホームの床を汚してしまった。
○お客様のメガネを床に落としてこわしてし
　まった。

○来店されたお客様からお預かり
　した携行品（衣服・メガネ・か
　さなどの受託物）を不注意によ
　りこわしたり、盗まれた。
※福祉美容の場合はお支払いしません。

○標識灯や看板が飛んだり、倒れ
　たりして通行人にケガをさせた。

お支払いできない主な場合

●現金；盗難のみ対象となり、1事故20,000円を限度として実額補償。
●貴金属、アクセサリー、宝石
　；補償の対象となるのは、時価50,000円以下のものに限ります。

〜
支
部
だ
よ
り
〜

�

『
小
千
谷
支
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
』

　

7
月
25
日
、
小
千
谷
支
部
で
は
参
加
者
10
名
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ッ
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　

福
島
県
相
馬
市
の
仮
設
住
宅
の
受
入
準
備
も
整
い
、
避
難
所
が
廃
止
と

な
る
為
、
こ
の
日
が
最
後
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
千
谷
支
部
で
は
、
こ
の
日

ま
で
計
5
回
60
数
名
の
組
合
員

で
、
の
べ
130
名
以
上
の
避
難
者

に 

技
術
提
供
を
行
な
い
ま
し

た
。
7
年
前
の
中
越
地
震
の
際

に
受
け
た
恩
を
忘
れ
ず
に
、
協

力
し
て
頂
い
た
組
合
員
の
皆
様

に
感
謝
す
る
と
共
に
、
実
施

す
る
こ
と
が
出
来
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

郷
里
に
お
帰
り
に
な
ら
れ
た

皆
様
の
、
一
日
も
早
い
復
旧
と

ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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組
合
だ
よ
り

償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C 特別利率F 償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C

5年以内 2.15 1.75 1.25

1.85

12年超 13年以内 2.75 2.35 1.85

5年超　6年以内
2.25 1.85 1.35

13年超 14年以内
2.85 2.45 1.95

6年超　7年以内 14年超 15年以内

7年超　8年以内 2.35 1.95 1.45 15年超 16年以内 2.95 2.55 2.05

8年超　9年以内 2.45 2.05 1.55 16年超 17年以内
3.05 2.65 2.15

9年超  10年以内
2.55 2.15 1.65

17年超 18年以内

10年超 11年以内 18年超 19年以内
3.15 2.75 2.25

11年超 12年以内 2.65 2.25 1.75 19年超 20年以内

区 分 適用施設設備等

基 準 利 率 設備資金（非組合員に適用）運転資金（返済期間：7 年以内）

特別利率A 振興事業運転資金（標準営業約款登録営業者） 特別利率C 振興事業設備資金（組合員に適用）

特別利率F
生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（無担保・無保証融資）
設備資金（返済期間：10年以内　据置期間：２年以内）
運転資金（返済期間：７年以内　据置期間：１年以内）

生活衛生資金貸付利率一覧表 （適用日：平成23年 8月10日、年利：％）

一定の会計書類を備え、「振興事業に係る事業計画書」を策定し、組合の確認を受けた場合、利率が引下ります。
　ア．設備資金：特別利率Ｃ→特別利率Ｃ− 0.15％　　イ．運転資金：基準利率→基準利率　− 0.15％

「一定の会計書類」とは…（1）原則、税務署の収受印のある「青色申告書」
　　　　　　　　　　　　（2）白色申告者の場合は「白色申告書」
　　　　　　　　　　　　（3）決算実績がない営業者又は開業予定者は「創業計画書」

9月 4日（日）		  第24回国家試験（筆記）	 東京他

　　　5日（月）～　6日（火）	 理容師美容師指導者研修会	 月岡（華鳳）

　　　5日（月）		  レベルアップセミナー（着付初級・中級）	 長岡会場

　　　6日（火）		  第96回トップマスターズモード発表会	 福岡市（福岡国際センター）

　　12日（月）～13日（火）	 東海北信越美容協議会	 石川県金沢市

		  第31回美容研修会	 （石川県立音楽堂）

　　18日（日）		  講師会・創作帯結び内部講習	 高齢者センターしなの

　　26日（月）		  社内検定実技事前講習会①	 新潟ユニゾンプラザ

　　30日（金）		  第24回国家試験合格発表	

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 火災見舞金 0 0
2. 災害見舞金 0 0
3. 死亡弔慰金 0 0
4. 配偶者死亡弔慰金 0 0
5. 傷病見舞金（7日以上入院） 1 20,000
6. 慰労金 0 0
7. 退職慰労金 0 0

計 1 20,000

●共済会　給付金
　　（請求期限：事由発生から6ヶ月以内）

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
1ヶ月〜1ヶ月半かかります。ご了承ください。

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 配偶者死亡弔慰金 0 0
2. 子供死亡弔慰金 0 0
3. 入院療養見舞金 2 40,000
4. 長寿祝金 0 0
5. 結婚祝金 0 0
6. 第 1子誕生祝金 1 100,000
7. 子供誕生祝金 0 0
8. 銀婚祝金 2 40,000
9. 金婚祝金 0 0
10. 古希祝金 2 20,000
11. 還暦祝金 0 0
12. 人間ドック補助金 13 122,960

計 20 322,960

平成23年度　各種給付状況（7月） ●全美連総合福祉共済　特別給付金
　　（請求期限：事由発生から1年以内）

　携帯電話やメール等の通信手段の普及により、時候のハガキなどが減少し、
人と人との会話はなくなり、社会生活との離反が引き篭りを生み出した。平等
という名のもとで、自己中心的、敬い尊ぶという尊厳性の否定により世代間の
繋がり、家族の繋がりがなくなった。
　人は根から離れて大輪の花を咲かすことはできないのではなかろうか。たと
え咲いたとしても咲き続けることは困難ではないだろうか。
　利便性を求めて故郷を捨て、いかにも自分ひとりで生きてきたように思って
いるが、親・先生・知人など、色んな縁によって生かされているのではないだ
ろうか。
　私は今、過疎化しているこの地元に根を張り、出会う人々の縁を大切に、枝
を伸ばし花を咲かせたい。� 栃尾支部

ビューティーコラム

　株式会社日本政策金融公庫は、 8月 1日「平成23年 7 月28日からの新潟県等
における大雨災害に関する特別相談窓口」を新潟県及び福島県内の全支店に設
置しました。
　また、今般の大雨により被害を受けた新潟県及び福島県内に事務所を有する
中小・小規模企業の皆さまを対象に「災害復旧貸付」の取り扱いを開始しまし
た（ 7月29日から適用）。このたびの大雨により被害を受けた中小・小規模企業
や農林漁業者の皆さまからの相談に政府系金融機関として円滑、迅速かつきめ
細かな対応を行っていきます。

「平成23年 7 月28日からの新潟県における
大雨災害に関する国民生活事業特別相談窓口」設置支店

【新潟支店】　TEL 025−246−2011　　【長岡支店】　TEL 0258−36−4360
【高田支店】　TEL 025−524−2340　　【三条支店】　TEL 0256−34−7511

適用できる制度　　　　：災害復旧貸付
融資限度額　　　　　　： 3 千万円（各融資制度に上乗せ）
融資期間（うち据置期間）：10年以内（ 2 年以内） 

日本政策金融公庫より
「平成23年 7 月28日からの新潟県等における大雨災害に関する

特別相談窓口」の設置及び災害復旧貸付の取扱開始について 地区名 開催日・時間 会　場 講　師

上　越

3月12日（月）

10：00〜13：00

　ホテル「ハイマート」

上越市中央 1-2-3

025-543-3151

ヘア：若林　大揮先生

着付：髙橋裕紀子先生

　　　谷　　允子先生

中　越

3月12日（月）

13：00〜16：00

ハイブ長岡

長岡市千秋 3-315-11

0258-27-8812

ヘア：秋山　幸子先生

着付：未　定

下　越

10月24日（月）

12：00〜15：00

村上市市民ふれあいセンター

村上市岩船榎清水 1

0254-52-0201

ヘア：秋山　幸子先生

着付：谷川　征子先生

新　潟

10月16日（日）

13：30〜16：00

ホテル大佐渡

佐渡市相川鹿伏 288-2

0259-74-3300

ヘア：掛川　吉隆先生

着付：阿尻　綾子先生

　　　髙橋美千子先生

　　　桂澤美和子先生

　　　鈴木美佐枝先生

トップマスターズモード発表会
各地区日程　　

第96回

“互恵互利”の精神で美容界を創造する 本　　　社■新潟市中央区学校町通３番町４７２－１７
　　　　　　ｔｅｌ.０２５－２６６－５１３１㈹　ｆａｘ.０２５－２６６－５１２０
長岡営業所■ｔｅｌ.０２５８－４７－３３０７　　ｆａｘ.０２５８－４７－３３０４
上越営業所■ｔｅｌ.０２５－５２７－４６７７　　ｆａｘ.０２５－５２７－４６７８

日　時＿平成２３年８月２９日㈪　１３：００ ｓｔａｒｔ～１４：３０ ｆｉｎ

会　場＿万代シルバーホテル

無料
Admissionfree♥コーヒーサービス♪

♥駐車場２時間無料※万代シルバーホテル第１・第２駐車場にお停めください。
　指定駐車場以外は無料駐車券が発行されませんのでご注意ください。

お問い合せ・お申込みは
㈱ユアサ美容商会 ☎０２５－２６６－５１３１ yuasa@mail.wingz.co.jp

キーワードは

“ハートアップ！
”＝気分があがる

気分があがる新発想のヘアケアシリーズ。「ウエラプロフェッショナル ケア」誕生。

WELLA  PROFESSIONALS  CARE

♥シンプルなプロセスですぐに効果を感じられる♪

♥サロンメニューとホームケアが直結。毎日効果が持続する♪♪

♥ケアの間も終わってからも、いい香りに包まれる♪♪♪

YUASA × P&G TREND SEMINAR
これからのサロン業界に必要な情報をＰ＆Ｇ社員がご提案させて頂きます。業界のトレンドや新製品情報、カラーの新しいテクニックなど、サロン様の売上作りのヒントとなる内容をお持ち帰り頂けます。

［オープニング］これからのサロン業界のトレンドは・・・

［ １部 ］ハートアップ！  WELLA PROFESSIONAL CARE Debut！

［ ２部 ］秋冬のシーズンカラーレシピ公開
   ※Ｐ＆Ｇ（ＷＥＬＬＡ）社員によるプレゼンテーション

ユアサ杯ゴルフコンペ ※詳細は、別途ご案内いたします。

日時＿平成２３年１０月３日㈪　会場＿中峰ゴルフ俱楽部


